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使用するICT機器・準備物

  学校内のICT環境，活用実態

本校は，外国につながる生徒が約５０％在籍し
ており，教師の口頭による説明だけでは学習内容
が全体に伝わりにくい現状がある。そこで，本校
の数学科では，下記の①から④を中心に生徒一人
一人の学習を保障することにした。

① ICT 機器を活用した授業づくり
上記の通り，本校は口頭の指示だけでは理
解することができる生徒が少ないことから，
数学科では，プロジェクターや大型モニター
を活用して常に課題を映すようにした。「教
科書○○ページを開きましょう」という口
頭の指示だけでは理解が追い付かず，授業
を放棄してしまう生徒がいた。このことに
より，現在何をしているか常に把握できる
よう視覚的に分かるようにした。

② 習熟度別授業
本校の数学科は，生徒の習熟度に合わせて
コースを３つ作った。基礎コース，標準コー
ス，発展コースの中から，生徒が自分で選
択できるようにした。外国につながる生徒
が多い本校では，生徒の理解度に大きな差

があり，一人ひとりの学びを保障する意味
で大きな役割を果たした。

③ デジタル問題集の活用による学力保障
生徒一人一人に適した学びを実現させるた
めに，タブレット上で活用できる問題集を
導入した。インターネット環境が整備され，
タブレット上で課題を提出することができ
るようになった。

④ デジタル教科書の導入
数学科では，学習者用デジタル教科書と指
導者用デジタル教科書の２つのデジタル教
科書を使用して授業を行っている。２０２１
年２月に実施した生徒アンケートによると，

「デジタル教科書を使った授業はわかりやす
い」と答えた生徒は全体の８９％になった。
また，「デジタル教科書を使うと積極的に授
業に参加ができる」と答えた生徒は８２％と
なった。デジタル教科書を使用した授業は，
紙媒体と違い豊富なコンテンツを使用する
ことにより生徒の学習の動機付けとして非
常に有効な手段ということが分かった。
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授業の流れ 主な学習活動  ▶︎教師の手立て　  留意点

導  入 ■デジタル教科書 p.179 の紙面やフラッシュカードを使
い，算数の復習をする。 p.178 ～ 179 を開く。

授業中は，指導者用デジタル教科
書の画面を全体へ掲示している。

p.178 ～ 179 を開く。

展  開 ■ p.180 ～ 181 を開く。

■デジタル教科書 p.180 のフラッシュカードを繰り返し
行い，立体の名称を覚える。

p.180 ～ 181 を開く。

生徒の理解度に応じて他のコンテン
ツと併用する。

学習者用デジタル教科書

授業の展開　　  未来へひろがる数学１　教科書 p.１７８〜１８１  １時間目／８時間中

p.179　立体の名前

p.180　円柱・角柱・円錐・角錐の名前p.180　頂点・側面・底面

プロジェクター
ホワイトボード

学習者用デジタル教科書

機器・教材

▶
指導者用デジタル教科書

▶

▶

▶



授業の流れ 主な学習活動  ▶︎教師の手立て　  留意点

■ p.181のフラッシュカードを使い，立体の名称を覚え
る。

■ p.181の問１，問２をする。

■ p.181のシミュレーションを使い，正多面体がどのよ
うな立体かタブレットで操作しながら調べる。

問１，問２の解答パスワードを表
示する。

まとめ ■デジタル問題集に取り組む。

p.181　多面体の名前 p.181　正多面体の名前

p.181　正二十面体

機器・教材

指導者用デジタル教科書
▶



  生徒の反応，実践の手ごたえ

デジタル教科書を使用することにより，下記に示す①～⑤の取り組みについて特に有効性を感
じることができた。

① 教師の授業準備時間の短縮
デジタル教科書を使うことにより教材準備の時間が短縮され，他の業務を行う時間を生み出す
ことができた。例えば，繰り返し練習を行うために作っていたフラッシュカードは，デジタル
教科書のコンテンツを使うことにより作成時間を０にすることができた。

② 解答機能を使用した問題演習の効率化
指導者用デジタル教科書の解答パスワード生成機能を使うことにより，生徒自身が学習者用デ
ジタル教科書から解答を確認し解説を読み採点することができるようになった。このことによ
り，演習中の教師の机間巡視の時間が確保され，課題に困り感がある生徒へのきめ細かい指導
ができるようになった。

③ 動画を使ったコンテンツ
垂直二等分線の作図や，円錐と円柱の体積の関係の解説動画は，繰り返し何度も見ることがで
きるため生徒の学習に非常に役立った。

p.202　円柱と円錐の体積

p.160　基本の作図

p.222　問５



  まとめ

今回の取り組みを通して，デジタル教科書
を使用することによって生徒にとっても教師
にとっても win-win の関係であると感じた。
コロナ禍で学校に登校することができない生
徒にとってもデジタルコンテンツを使いなが
ら学習することによって，ある程度自分で学

習が進められることが分かった。一方でデジ
タル教科書は非常に便利なツールではあるが，
問題量が少ないので学習したことをさらに定
着させるためには，デジタル教科書のほかに
別途デジタル問題集を活用して課題を与える
必要があると感じた。

④ フラッシュカードコンテンツ
フラッシュカード形式の学習をすることにより基礎基本の学習を繰り返し行うことができた。
生徒自身が自ら行うこともできるが，教師が前に提示しながら学級全体で取り組むことも非常
に有効であると感じられた。

⑤ 総ルビ機能
外国につながる生徒が多い本校においては
大変ありがたい機能である。紙媒体の教科
書には原則ルビがついていないが，デジタ
ル教科書では全ての漢字にルビをつけるこ
とができ，外国につながる生徒だけではな
く漢字の学習が不十分である生徒への支援
にもつながった。

p.127　比例のグラフ p.24　正の数・負の数の加法 p.24　同符号・異符号の2数の和

p.126　紙面




